
 

- 1 - 

〔特許適格性の事例 1〕 

 

発明の名称 

 宿泊施設の評判を分析するための学習済みモデル 

 
特許請求の範囲 
【請求項 1】 

 宿泊施設の評判に関するテキストデータに基づいて、宿泊施設

の評判を定量化した値を出力するよう、コンピュータを機能させる

ための学習済みモデルであって、 
 第1のニューラルネットワークと、前記第1のニューラルネット

ワークからの出力が入力されるように結合された第2のニューラル

ネットワークとから構成され、 
 前記第1のニューラルネットワークが、少なくとも1つの中間層

のニューロン数が入力層のニューロン数よりも小さく且つ入力層と

出力層のニューロン数が互いに同一であり各入力層への入力値と各

入力層に対応する各出力層からの出力値とが等しくなるように重み

付け係数が学習された特徴抽出用ニューラルネットワークのうちの

入力層から中間層までで構成されたものであり、 
 前記第2のニューラルネットワークの重み付け係数が、前記第1
のニューラルネットワークの重み付け係数を変更することなく、学

習されたものであり、 
 前記第1のニューラルネットワークの入力層に入力された、宿泊

施設の評判に関するテキストデータから得られる特定の単語の出現

頻度に対し、前記第1及び第2のニューラルネットワークにおける

前記学習済みの重み付け係数に基づく演算を行い、前記第2のニ

ューラルネットワークの出力層から宿泊施設の評判を定量化した

値を出力するよう、コンピュータを機能させるための学習済みモ

デル。 

【請求項 1】 

「発明」に該

当する。 
(請求項の末尾

が「学習済み

モデル」であ

るが、「プロ

グラム」の発

明として「発

明」に該当す

る。) 
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発明の詳細な説明の概要 

【背景技術】 

 コンピュータを所定の入力に対する出力を演算する演算部として機能させる

ニューラルネットワークは、多くの実例を学習させることによって情報処理を

行うことが可能であり、しかも複雑な情報処理を高速で行うことができるの

で、画像認識、音声認識、音声合成、自動翻訳等の分野において種々の利用が

試みられている。 
 一般的に、ニューラルネットワークを新規な分野に利用する場合において

は、ニューラルネットワークによる演算のために、何を特徴量として入力すれ

ばよいかが明確でない場合が多く、特徴量を何にするかを慎重に吟味して設定

する必要がある。 
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 旅行の口コミサイト等のウェブサイトに投稿されたホテル等の宿泊施設の評

判に関するテキストデータを分析するために、ニューラルネットワークを利用

する場合であっても、入力特徴量には当該テキストデータ中に含まれる様々な

単語(「いいね」や「！」等)の出現頻度等が候補として考えられるため、容易に

は設定できない。 
【発明が解決しようとする課題】 

 本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、入力特徴量を予め設定して

おかずとも、宿泊施設の評判を的確に分析することを目的とする。 

【課題を解決するための手段】 

 本発明の学習済みモデルは、宿泊施設の評判に関するテキストデータに基づ

いて、宿泊施設の評判を定量化した値を出力するようコンピュータを機能させ

るためのものであり、第1のニューラルネットワークと、第1のニューラルネッ

トワークからの出力が入力されるように結合された第2のニューラルネットワー

クと、から構成される。当該学習済みモデルは、人工知能ソフトウエアの一部

であるプログラムモジュールとしての利用が想定される。 
 本発明の学習済みモデルは、CPU及びメモリを備えるコンピュータにて用い

られる。具体的には、コンピュータのCPUが、メモリに記憶された学習済みモ

デルからの指令に従って、第1のニューラルネットワークの入力層に入力され

た入力データ(宿泊施設の評判に関するテキストデータから、例えば形態素解析

して、得られる特定の単語の出現頻度)に対し、第1及び第2のニューラルネット

ワークにおける学習済みの重み付け係数と応答関数等に基づく演算を行い、第

2のニューラルネットワークの出力層から結果(評判を定量化した値、例えば

「★10個」といった値)を出力するよう動作する。 
 第1のニューラルネットワークは、特徴抽出用ニューラルネットワークのうち

の入力層から中間層までで構成されたものである。この特徴抽出用ニューラル

ネットワークは、一般的に自己符号化器(オートエンコーダ)と呼ばれるもので、

中間層のニューロン数が入力層のニューロン数よりも小さく、入力層と出力層

のニューロン数が互いに同一に設定してある。また、入力層と出力層の各ニュ

ーロンの応答関数はリニア関数であり、それ以外の各ニューロンの応答関数は

シグモイド関数(1/(1+exp(-x)))である。 
 当該特徴抽出用ニューラルネットワークの学習は、周知の技術であるバック

プロパゲーション法により行われ、ニューロン間の重み付け係数が更新され

る。本発明の実施形態においては、宿泊施設の評判に関するテキストデータを

形態素解析して得られる各々の単語の出現頻度を入力層に入力し、入力したデ

ータと同じデータが出力層から出力されるべく、入力データ全体に対する平均

二乗誤差が小さくなるように学習を行う。なお、上記のようにニューロンの応

答関数として非線形関数であるシグモイド関数が用いられているため、ニュー

ロン間の重み付け係数は、中間層を境に対称になるわけではない。特徴抽出用

ニューラルネットワークが学習することによって、中間層において、各入力デ
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ータの性質を表すような特徴量が取得できるようになる。中間層に現れる特徴

量は、必ずしも物理的に明確な意味を持った特徴量ではないが、入力層に入力

された情報を出力層で出力された情報に復元できる程度に圧縮されたものと考

えることができ、入力層への入力特徴量がどのようなものであっても当該中間

層に現れる特徴量は略同様のものとなるので、入力層への入力特徴量を予め適

切に設定しておく必要がなくなる。 
 本発明においては、この重み付け係数が学習された特徴抽出用ニューラルネ

ットワークのうちの入力層から中間層までの部分を、第1のニューラルネットワ

ークとして、第2のニューラルネットワークに結合している。そして、第2のニ

ューラルネットワークの重み付け係数は、前記第1のニューラルネットワークの

重み付け係数を変更することなく、学習により更新されたものである。当該学

習も、上記と同様、周知の技術であるバックプロパゲーション法により行う。 
 本発明の学習済みモデルは、上記のような第1及び第2のニューラルネットワ

ークから構成されるため、入力特徴量を予め設定しておかずとも、宿泊施設の

評判を的確に分析することができる。 
 
［結論］ 
 請求項1に係る発明は、「発明」に該当する。 
 
［説明］ 
 請求項1に係る学習済みモデルは、「宿泊施設の評判に関するテキストデータ

の入力に対して、宿泊施設の評判を定量化した値を出力するよう、コンピュー

タを機能させるための」ものであるとともに、「前記第1のニューラルネットワ

ークの入力層に入力された、宿泊施設の評判に関するテキストデータから得ら

れる特定の単語の出現頻度に対し、前記第1及び第2のニューラルネットワーク

における前記学習済みの重み付け係数に基づく演算を行い、前記第2のニュー

ラルネットワークの出力層から宿泊施設の評判を定量化した値を出力するよう、

コンピュータを機能させるための」ものであり、また、発明の詳細な説明の

「当該学習済みモデルは、人工知能ソフトウエアの一部であるプログラムモジ

ュールとしての利用が想定される。」及び「コンピュータのCPUが、メモリに

記憶された学習済みモデルからの指令に従って、第1のニューラルネットワー

クの入力層に入力された入力データ(宿泊施設の評判に関するテキストデータか

ら、例えば形態素解析して、得られる特定の単語の出現頻度)に対し、第1及び

第2のニューラルネットワークにおける学習済みの重み付け係数と応答関数等

に基づく演算を行い、第2のニューラルネットワークの出力層から結果(評判を

定量化した値、例えば「★10個」といった値)を出力するよう動作する。」と

の記載を考慮すると、当該請求項1の末尾が「モデル」であっても、「プログ

ラム」であることが明確である。 
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 そして、請求項1の記載から、宿泊施設の評判を的確に分析するという使用目

的に応じた特有の情報の演算又は加工が、コンピュータによる「前記第1のニ

ューラルネットワークの入力層に入力された、宿泊施設の評判に関するテキス

トデータから得られる特定の単語の出現頻度に対し、前記第1及び第2のニュー

ラルネットワークにおける前記学習済みの重み付け係数に基づく演算を行い、

前記第2のニューラルネットワークの出力層から宿泊施設の評判を定量化した

値を出力する」という、ソフトウエアとハードウエア資源とが協働した具体的

手段又は具体的手順によって実現されていると判断できる。そのため、請求項

1に係る学習済みモデルは、ソフトウエアとハードウエア資源とが協働するこ

とによって使用目的に応じた特有の情報処理装置の動作方法を構築するもので

ある。 
 よって、ソフトウエアによる情報処理がハードウエア資源を用いて具体的に

実現されているから、請求項1に係る学習済みモデルは、自然法則を利用した

技術的思想の創作であり、「発明」に該当する。 
 


